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日　　時：11月12日（土曜日）　16：00～18：00
場　　所：東京大学本郷キャンパス　山上会館　１階談話ホール
参 加 費：5000円　昭和38年以前の卒業生は3000円
支払方法：事務局の手続きを簡略化するために、できるだけクレジット支払いを

お願いしています。具体的なやり方は親和会ホームページのWEB会員
管理システムの会員サイトにログインして各種申し込みをクリック
してから、クレジット支払いをしてください。
そのためには会員のIDとパスワードが必要となりますので、お忘れに
なった方は事務局にパスワードの再発行をメールで依頼してください。
それができない人は同封の振込用紙をお使いください。
振替口座番号　00180-6-29427　(年会費口座番号とは違います)　

運営幹事：平成３年卒、平成13年卒
事務局メールアドレス：shinna@chem.t.u-tokyo.ac.jp

今
年
の
夏
は
例
年
の
よ
う
に
暑
い
日
が
続
き

ま
し
た
上
に
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
の
日
本
チ
ー
ム
の
応
援
で
熱
く
な
っ

て
お
ら
れ
た
方
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

や
っ
と
そ
の
夏
も
終
わ
り
つ
つ
あ
る
今
日
こ
の

頃
で
す
が
、
会
員
の
皆
様
は
い
か
が
お
過
ご
し

で
す
か
。
本
年
も
年
に
一
度
の
親
和
会
・
総
会

の
ご
案
内
を
差
し
上
げ
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

先
回
の
第
36
号
の
親
和
会
会
報
で
お
知
ら
せ

し
た
通
り
、
11
月
12
日
の
土
曜
日
に
東
大
構
内

の
山
上
会
館
の
１
階
の
談
話
ホ
ー
ル
で
開
催
い

た
し
ま
す
。
当
日
は
総
会
の
報
告
の
他
、
工
学

部
化
学
・
生
命
系
の
３
学
科
の
近
況
を
専
攻
長

に
報
告
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
親
和
会
の

会
員
の
皆
様
に
旧
交
を
温
め
て
い
た
だ
く
た
め

の
企
画
を
準
備
中
で
す
。
今
年
は
平
成
３
年
と

平
成
13
年
に
卒
業
さ
れ
た
方
が
運
営
幹
事
と
し

て
企
画
す
る
予
定
で
す
の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ

い
。

　

な
お
３
年
前
よ
り
親
和
会
会
計
の
収
支
改
善

の
た
め
に
、
こ
の
会
報
の
郵
送
は
原
則
本
年
度

の
年
会
費
を
お
支
払
に
な
っ
た
人
の
み
配
布
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
お
支
払

を
お
忘
れ
に
な
っ
て
お
ら
れ
る
方
も
多
い
と
思

わ
れ
ま
す
の
で
、
前
年
と
前
々
年
に
お
年
会
費

を
お
支
払
に
な
っ
て
い
る
方
に
も
お
送
り
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
総
会
参
加
の
申
し
込
み
は
W
E
B
上

の
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
お
支
払
い
た
だ
く
か
、
同
封

い
た
し
ま
し
た
親
和
会
懇
親
会
費
の
振
り
込
み

用
紙
で
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
に
振
り
込
ん
で
い
た
だ

く
こ
と
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
の
６
月
よ
り
年
会
費
の
自
動
振
り

込
み
の
受
付
を
開
始
し
た
し
ま
し
た
。
事

前
に
お
知
ら
せ
を
し
な
い
で
、
会
報
36
号

に
同
封
し
た
会
員
情
報
の
コ
メ
ン
ト
欄
に

し
か
記
載
し
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
今
年

は
１
名
の
方
し
か
申
し
込
み
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

自
動
振
り
込
み
を
す
る
た
め
に
は
、
ま

ず
申
し
込
み
を
頂
い
た
会
員
様
に
預
金
口

座
振
替
依
頼
書
・
自
動
振
り
込
み
利
用
申

込
書
を
記
入
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
書
類

を
お
送
り
し
ま
す
。
そ
の
後
、
記
入
し
て

い
た
だ
い
た
書
類
を
自
動
振
り
込
み
サ
ー

ビ
ス
を
し
て
い
る
会
社
に
お
送
り
し
、

サ
ー
ビ
ス
会
社
に
預
金
口
座
を
持
っ
て
い

る
銀
行
と
自
動
振
り
込
み
の
手
続
き
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
手
続
き
が
完
了

し
た
段
階
で
、
事
務
局
か
ら
会
員
に
自
動

振
り
込
み
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
を
連
絡

す
る
手
順
と
な
り
ま
す
。

で
す
か
ら
申
し
込
み
を
し
て
い
た
だ
い

た
時
点
か
ら
、
自
動
振
り
込
み
が
可
能
と

な
る
ま
で
に
は
、
約
２
ヶ
月
か
か
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
事
務
処
理
の
関
係
上
、
手
続

き
が
終
わ
っ
た
会
員
様
の
口
座
か
ら
、
自

動
振
り
込
み
を
行
う
の
は
原
則
年
に
１
回
、

10
月
20
日
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
来
年
の
自
動
振
り
込
み
の

実
施
は
平
成
29
年
の
10
月
と
な
る
予
定
で

す
の
で
、
来
年
の
実
施
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
今
か
ら
来
年
の
自
動
振
り
込
み
の
申

し
込
み
期
限
の
６
月
末
日
ま
で
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

このたびの会報37号は原則として今年度の
会費納入済の方にお送りしていますので、
年会費振込用紙は同封していません。しか
し、今回は今年度未納であっても、過去に
年会費をお支払いいただいた方には、会報
と同時に年会費振込用紙を同封いたしまし
たので、ご確認の上ご利用ください。なお、
WEB上のクレジット支払いも利用出来ます。

■年会費納入のお願い■
平成28年度分 2,000円

弥生門弥生門

西片門西片門 正門正門 本郷通り本郷通り 赤門赤門山上会館山上会館山上会館

弥生門

西片門 正門 本郷通り 赤門

新３号館新３号館新３号館

５号館５号館５号館

■
総
会
・
懇
親
会
の
ご
案
内
■

年会費振替口座番号：0016－2－29506

年
会
費
の

自
動
振
り
込
み
を
開
始

年
会
費
の

自
動
振
り
込
み
を
開
始
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親
和
会
会
報
誌

を
ご
覧
の
現
役
学

生
、
ポ
ス
ド
ク
、

若
手
助
教
の
皆
様
、

産
業
技
術
総
合
研

究
所
（
以
下
、
産

総
研
）
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
産
総
研

は
経
済
産
業
省
所
管
の
国
立
研
究
開
発
法

人
で
、
職
員
数
、
予
算
規
模
等
国
内
最
大

級
の
公
的
研
究
機
関
で
す
。
産
総
研
が
推

進
す
る
研
究
分
野
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お

り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
、
生
命
工
学
、
情
報
・

人
間
工
学
、
材
料
・
化
学
、
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
・
製
造
の
５
領
域
、
さ
ら
に
産
総

研
な
ら
で
は
の
地
質
調
査
、
計
量
標
準
を

推
進
す
る
２
つ
の
総
合
セ
ン
タ
ー
が
存
在

し
ま
す
。
私
は
本
学
で
博
士
を
取
得
後
、

２
年
間
助
手
と
し
て
お
世
話
に
な
り
、
そ

の
後
産
総
研
（
当
時
は
工
業
技
術
院
）
に

入
所
し
ま
し
た
。
さ
て
、
こ
の
度
は
本
会

報
誌
に
寄
稿
す
る
機
会
を
与
え
て
頂
き
ま

し
た
の
で
、
産
総
研
の
就
職
／
採
用
状
況

等
を
私
の
知
り
得
る
範
囲
で
ご
紹
介
し
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　

ま
ず
、
統
計
的
な
デ
ー
タ
を
見
ま
す
と
、

今
年
度
の
研
究
職
員
新
規
採
用
者
数
は
約

1
0
0
名
（
平
成
28
年
８
月
１
日
時
点
）
で
、

こ
の
内
採
用
の
多
い
順
に
、
テ
ニ
ュ
ア
ト

ラ
ッ
ク
型
（
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
に
移
行
で
き

る
可
能
性
の
あ
る
任
期
付
）
50
％
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
型
（
期
限
付
）
12
％
、
パ
ー
マ

ネ
ン
ト
型
18
％
と
な
っ
て
お
り
、
修
士
型

い
わ
ゆ
る
試
験
採
用
は
３
％
で
（
そ
の
他
、

年
俸
制
）、
新
入
職
員
の
ほ
と
ん
ど
が
博
士

号
を
取
得
し
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

ま
た
、
女
性
職
員
、
外
国
籍
職
員
の
採
用

割
合
は
そ
れ
ぞ
れ
24
％
、
19
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
新
入
職
員
の
前
職
を
見
て
み
ま

す
と
、
産
総
研
ポ
ス
ド
ク
：
18
名
、
他
機

関
ポ
ス
ド
ク
：
25
名
、
大
学
職
員
：
24
名

と
な
っ
て
お
り
、
新
卒
は
12
名
と
や
や
厳

し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
私
が
グ
ル
ー
プ
長
を
務
め
る
研

究
グ
ル
ー
プ
に
、
２
年
前
新
人
が
採
用
・

配
属
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
新
人
（
テ

ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
型
）
の
場
合
を
例
と
し
て
、

審
査
・
採
用
の
過
程
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
、
３
月
頃
に
次
々
年
度
の
研
究
職
員

募
集
が
、
産
総
研
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
各
学

会
誌
等
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。
私
の
グ
ル
ー

プ
が
出
し
た
募
集
に
対
し
て
は
、
10
名
ほ

ど
応
募
し
て
頂
き
ま
し
た
が
、
書
類
審
査

で
合
格
し
た
４
名
は
、
論
文
数
が
多
く
、

私
が
指
導
教
官
と
懇
意
で
直
接
候
補
者
の

様
子
が
聞
け
る
人
で
し
た
（
必
須
条
件
で

は
あ
り
ま
せ
ん
）。
そ
の
後
、
４
月
頃
か
ら

ユ
ニ
ッ
ト
面
接
（
予
備
面
接
）、
１
次
面
接
、

理
事
面
接
と
続
き
ま
す
が
、
こ
こ
で
大
事

な
こ
と
は
、
自
分
の
研
究
が
今
現
在
、
世

の
中
に
求
め
ら
れ
て
い
る
新
し
い
技
術
・

材
料
開
発
の
ど
こ
の
部
分
を
担
っ
て
い
る

の
か
、
他
の
類
似
の
研
究
に
比
べ
て
優
れ

て
い
る
点
は
ど
こ
か
、
独
創
的
な
点
は
ど

国
研
へ
の
就
職

　
　
　

―

産
総
研
を
例
に―

産
業
技
術
総
合
研
究
所　

機
能
化
学
研
究
部
門

ス
マ
ー
ト
材
料
グ
ル
ー
プ　

研
究
グ
ル
ー
プ
長

　

木　

原　

秀　

元（
平
成
３
年
工
業
化
学
科
卒
業
）

こ
か
を
明
確
に
説
明
で
き
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
論
文
数
な
ど
で
優
れ
た
実
績
を

挙
げ
て
い
て
も
、
近
視
眼
的
な
研
究
の
取

り
組
み
方
で
は
面
接
を
潜
り
抜
け
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
１
次
面
接
で
は

他
の
ユ
ニ
ッ
ト
面
接
か
ら
上
が
っ
て
き
た

候
補
者
と
採
用
枠
を
争
う
の
で
す
が
、
そ

こ
を
勝
ち
抜
く
た
め
に
は
採
用
予
定
の
グ

ル
ー
プ
長
と
綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
候
補
者
が
、
い
か
に
採
用

予
定
の
グ
ル
ー
プ
と
適
合
し
て
い
る
か
、

い
か
に
産
総
研
に
と
っ
て
有
用
な
人
材
で

あ
る
か
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
面
接
資
料
を
グ

ル
ー
プ
長
と
短
期
間
で
作
成
し
て
い
く
訳

で
す
が
、
こ
こ
で
は
高
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
や
柔
軟
か
つ
迅
速
な
対
応
力

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
採
用
審
査
を
勝
ち

抜
い
て
入
所
し
た
新
人
た
ち
で
す
が
、
実

際
に
は
入
っ
て
い
か
ら
が
正
念
場
で
す
。

私
の
グ
ル
ー
プ
に
配
属
さ
れ
た
新
人
は
３

年
後
の
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
審
査
に
向
け
実
績

（
主
に
論
文
と
特
許
）
を
積
み
重
ね
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
私
自
身
も
メ

ン
タ
ー
と
し
て
審
査
に
合
格
さ
せ
る
こ
と

が
重
要
な
業
務
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

し
て
、
運
よ
く
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
審
査
に
合

格
し
て
か
ら
、
本
当
の
意
味
で
の
産
総
研

職
員
の
仕
事
を
体
験
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
経
産
省
や
N
E
D
O
に
出
向
し
て
研

究
開
発
行
政
に
携
わ
る
機
会
が
持
て
ま
す

（
私
も
、
経
済
産
業
省
研
究
開
発
課
に
出
向

い
た
し
ま
し
た
）。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
長
や

ユ
ニ
ッ
ト
長
と
し
て
研
究
現
場
の
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
や
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
と
し
て

企
業
と
の
共
同
研
究
を
推
進
す
る
な
ど

様
々
な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
が
あ
り
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
研
究
そ
の
も
の
で
実
績
を
積
み

重
ね
て
大
学
に
転
身
す
る
方
、
あ
る
い
は

産
総
研
の
首
席
研
究
員
の
ポ
ス
ト
を
得
る

方
も
い
ま
す
。

　

組
織
・
研
究
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
、
産
学

官
連
携
、
技
術
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
等
、
産

総
研
に
と
っ
て
ど
れ
も
大
切
な
業
務
で
す

し
、
研
究
職
か
ら
の
（
研
究
の
事
が
わ
か
っ

て
い
る
）
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
能
力
も
ど
の
分
野
で
発
揮
で
き

る
か
未
知
数
だ
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
産

総
研
も
進
路
の
一
つ
と
し
て
考
え
て
頂
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

就
活

IN
SIG

H
T

イ
ン
サ
イ
ト

原 稿 募 集
　就活に関するお考
えやご意見などをお
寄せください。企業
や研究職への就職実態報告など
も歓迎致します（企業等の宣伝
は除きます）。
　まずは事務局までご連絡ください
（shinna@chem.t.u-tokyo.ac.jp）



化
学
・
生
命
系
研
究
室
紹
介　

第
11
回

化
学
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻　

大
島
・
大
友
研
究
室

　

大
島
・
大
友
研
は
新
領
域
創
成
科
学
研
究
科
に
所
属
し
、
柏
キ
ャ
ン
パ

ス
に
あ
り
ま
す
。
新
領
域
は
大
学
院
の
み
の
研
究
科
で
す
が
、
両
教
員
と

も
化
シ
ス
を
兼
担
し
て
お
り
、
卒
論
生
が
毎
年
複
数
名
配
属
さ
れ
る
ほ
か
、

学
部
講
義
や
学
生
実
験
担
当
も
受
け
持
つ
な
ど
、
特
に
学
部
生
の
教
育
に

つ
い
て
化
シ
ス
と
非
常
に
密
接
に
連
携
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
両
研
究
室

合
わ
せ
て
38
名
の
大
所
帯
で
す
が
、
そ
の
う
ち
の
約
半
数
が
化
学
・
生
命

系
の
出
身
者
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
領
域
で
は
、
環
境
シ
ス
テ
ム
学

専
攻
に
所
属
し
て
お
り
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
安
全
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー

ド
で
幅
広
く
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

大
島
研
で
は
、
ま
ず
超
臨
界
水
を
利
用
し
た
環
境
負
荷
低
減
技
術
の
研

究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
水
が
臨
界
点
（
3
7
4
℃
、
2
1
8
気
圧
）

以
上
で
、
油
が
溶
解
す
る
一
方
で
塩
が
析
出
す
る
と
い
っ
た
通
常
の
水
と

は
大
き
く
異
な
る
特
徴
を
持
つ
こ
と
を
利
用
し
た
研
究
で
あ
り
、
廃
棄
物

の
無
害
化
や
資
源
回
収
、
有
機
合
成
や
微
粒
子
合
成
の
場
と
し
て
の
利
用

に
幅
広
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
実
験
室
の
環
境
安
全
を
科
学
的

に
捉
え
る
研
究
も
進
め
て
い
ま
す
。
創
造
性
が
重
視
さ
れ
る
大
学
等
実
験

室
の
リ
ス
ク
低
減
は
、
こ
れ
ま
で
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
も
の
の
重
要
か
つ

新
規
性
の
高
い
研
究
対
象
で
あ
り
、
関
連
N
P
O
の
立
ち
上
げ
を
含
め
精

力
的
に
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

大
友
研
で
は
、
化
学
反
応
現
象
と
材
料
開
発
の
統
合
化
と
そ
れ
に
基
づ

く
有
意
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
標
と
し
て
、
固
体
内
イ
オ

ン
・
電
気
伝
導
に
関
わ
る
材
料
開
発
や
界
面
・

表
面
反
応
の
観
察
を
通
じ
た
新
し
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
デ
バ
イ
ス
開
発
と
シ
ス
テ
ム
の
提
案
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
プ
ロ
ト
ン
伝

導
体
を
利
用
し
た
高
効
率
な
燃
料
電
池
シ
ス
テ

ム
の
提
案
、
ア
ン
モ
ニ
ア
や
有
機
ハ
イ
ド
ラ
イ

ド
等
の
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
キ
ャ
リ
ア
の
電
解

合
成
反
応
、
金
属
酸
化
物
中
の
格
子
酸
素
を
利

用
し
た
選
択
的
ガ
ス
生
成
・
燃
焼
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
化
学
ル
ー
プ
燃
焼
法
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

い
ず
れ
の
研
究
に
お
い
て
も
、
複
数
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
や
共
同
研
究
が
進
行
中
で
あ
り
、
学

生
も
積
極
的
に
学
会
に
参
加
し
て
、
国
内
外
の

学
会
等
で
多
く
の
学
生
賞
を
頂
く
な
ど
、
精
力

的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
柏
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
な
雰
囲
気
と
、
多
様
な
バ
ッ
ク
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
周
囲
の
研
究
者
か
ら
い
い
刺

激
を
受
け
な
が
ら
、
楽
し
く
の
び
の
び
し
た
研

究
環
境
作
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

瀬
川
研
究
室
は
、
平
成
７
年
に
教
養
学
部
の
助
教
授
研
究
室
と
し
て
発

足
し
ま
し
た
。
平
成
９
年
よ
り
、
当
時
応
用
化
学
専
攻
を
兼
担
し
て
い
た

教
養
学
部
平
澤
泠
教
授
の
後
を
引
き
継
ぐ
形
で
応
用
化
学
専
攻
兼
担
と
な

り
、
今
年
度
で
20
年
目
で
す
。
平
成
18
年
に
は
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン

タ
ー
教
授
に
着
任
し
、
そ
の
後
平
成
28
年
４
月
に
教
養
学
部
に
配
置
換
え

に
な
り
、
現
在
は
駒
場
第
一
と
第
二
の
両
キ
ャ
ン
パ
ス
の
研
究
室
で
、
教

員
、
学
生
、
研
究
員
な
ど
合
わ
せ
て
30
名
程
で
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

研
究
テ
ー
マ
は
、
次
世
代
太
陽
電
池
の
開
発
で
、
基
礎
科
学
か
ら
応
用

開
発
ま
で
幅
広
く
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
有
機
金
属
ハ
ラ
イ

ド
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
や
蓄
電
機
能
内
蔵
太
陽
電
池
な
ど
、
革
新

的
な
新
構
造
の
太
陽
電
池
を
開
発
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
有
機
金
属
ハ

ラ
イ
ド
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
と
広
帯
域
色
素
増
感
太
陽
電
池
を
組

み
合
わ
せ
た
多
接
合
太
陽
電
池
で
、
有
機
系
太
陽
電
池
と
し
て
は
当
時
の

世
界
最
高
効
率
と
な
る
２
１
．
５
％
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
〜
26
年
に
は
、
内
閣
府
最
先
端
研
究
開
発
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
低
炭
素
社
会
に
資
す
る
有
機
系
太
陽
電
池
の
研
究
開
発
」、
平
成
27
年
か

ら
は
N
E
D
O
革
新
的
新
構
造
太
陽
電
池
の
研
究
開
発
「
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ

ト
系
革
新
的
低
製
造
コ
ス
ト
太
陽
電
池
の
研
究
開
発
」
な
ど
大
型
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に
は
企
業
と

の
連
携
が
不
可
欠
で
す
が
、
平
成
22
年
に
先

端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
附
属
産
学
連
携

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
施
設
を
作
り
、
平
成
24

年
に
は
経
済
産
業
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
連

携
企
業
と
共
に
有
機
系
太
陽
電
池
技
術
研
究

組
合
（
R
A
T
O
）
を
設
立
し
産
学
連
携
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
施
設
で
は
、
フ
ラ
ン

ス
C
N
R
S
や
ボ
ル
ド
ー
大
学
な
ど
と
の
国

際
共
同
研
究
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
人
材

育
成
を
進
め
る
た
め
、
平
成
24
年
に
教
養
学

部
附
属
教
養
教
育
高
度
化
機
構
の
中
に
「
環

境
エ
ネ
ル
ギ
ー
科
学
特
別
部
門
」
を
作
り
部

門
長
を
兼
任
し
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
度
は
、

グ
レ
ー
タ
ー
東
大
塾
「
水
素
社
会
か
ら
日
本

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
未
来
を
考
え
る
」
を
開
講

し
ま
し
た
。
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
解
決

に
貢
献
す
べ
く
、
こ
れ
か
ら
も
研
究
と
教
育

に
力
を
注
ぎ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

応
用
化
学
専
攻　

瀬
川
研
究
室

　

岡
本
研
究
室
は
、
平
成
24
年
（
2
0
1
2
）
に
先
端
科
学
技
術
研
究
セ

ン
タ
ー
に
産
声
を
上
げ
、
４
年
余
り
が
経
過
し
ま
し
た
。
理
化
学
研
究
所

岡
本
核
酸
化
学
研
究
室
か
ら
数
え
る
と
10
年
に
な
り
ま
す
。
現
在
は
、
教

授
・
岡
本
晃
充
に
加
え
、
講
師
・
山
口
哲
志
、
助
教
・
林
剛
介
は
じ
め
、

26
名
の
ス
タ
ッ
フ
・
学
生
（
化
学
生
命
工
学
専
攻
も
し
く
は
先
端
学
際
工

学
専
攻
）
が
所
属
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
お
よ
そ
３
分
の
１
が
女
子

学
生
、
ま
た
お
よ
そ
３
分
の
１
が
外
国
人
学
生
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
豊
か
な
メ
ン
バ
ー
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
研
究
室
で
は
、「
生
体
分
子
設
計
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
、
核
酸
・

タ
ン
パ
ク
質
・
細
胞
制
御
に
渡
る
幅
広
い
生
物
有
機
化
学
分
野
に
関
す
る

研
究
を
日
夜
精
力
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。
一
つ
は
理
研
研
究
室
時
代
か

ら
続
く
核
酸
の
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
修
飾
に
対
す
る
特
異
的
反
応
や
解

析
技
術
の
開
発
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
I
C
O
N
法
に
代
表
さ
れ
る
数
々

の
化
学
的
手
法
を
報
告
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
細
胞
内
核
酸
を
可
視
化

す
る
化
学
プ
ロ
ー
ブ
の
開
発
や
核
酸
関
連
物
質
の
新
規
化
学
合
成
な
ど
、

生
物
学
的
手
法
で
は
為
し
え
な
い
合
成
化
学
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

二
つ
目
の
研
究
対
象
は
、
合
成
化
学
的
に
タ
ン
パ
ク
質
を
創
出
す
る
こ
と

で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
目
的
の
箇
所
に
非
天
然
・
超
天
然
の
修
飾
が
入
っ

た
タ
ン
パ
ク
質
が
得
ら
れ
ま
す
。
現
在
、
ヒ
ス
ト
ン
タ
ン
パ
ク
質
の
合
成

を
介
し
て
ヌ
ク
レ
オ
ソ
ー
ム
に
お
け
る
エ
ピ

ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
修
飾
の
役
割
を
追
究
し
て

い
ま
す
。
三
つ
目
と
し
て
、
細
胞
表
面
の
分

子
修
飾
を
介
し
た
細
胞
機
能
解
析
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
細
胞
膜
を
外
部
刺
激
応
答
性
ラ

マ
ン
シ
グ
ナ
ル
分
子
で
修
飾
し
て
細
胞
機
能

を
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
し
た
り
、
細
胞
膜
内
側
の

分
子
機
能
を
探
る
た
め
に
細
胞
に
対
し
て
剪

断
応
力
破
壊
を
行
っ
た
り
、
細
胞
を
光
応
答

性
ヒ
ド
ロ
ゲ
ル
で
包
埋
、
放
出
す
る
単
一
細

胞
解
析
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
り
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
ヒ
ド
ロ
ゲ
ル
研
究
を
発
展
さ
せ

て
、
タ
ン
パ
ク
質
の
保
護
や
放
出
に
用
い
る

こ
と
が
で
き
る
タ
イ
プ
の
新
型
ヒ
ド
ロ
ゲ
ル

を
開
発
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
ハ
ッ
と
驚
く

よ
う
な
新
し
い
生
物
有
機
化
学
研
究
を
進
め

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

化
学
生
命
工
学
専
攻　

岡
本
研
究
室



　

材
料
科
学
屋
か

ら
環
境
屋
に
化
け

て
し
ま
っ
た
経
歴

を
自
分
で
ど
う
評

価
す
べ
き
だ
ろ
う

か
。
そ
ろ
そ
ろ
そ

の
時
期
に
な
っ
て
い
る
と
は
思
う
も
の
の
、

本
日
に
至
っ
て
も
、
常
に
新
し
い
発
見
が

あ
っ
て
、
な
か
な
か
過
去
を
振
り
返
る
余

裕
が
生
ま
れ
な
い
。
い
つ
も
テ
ー
マ
は
持

ち
続
け
て
い
て
、
最
近
は
、「
環
境
対
応
の

国
民
性
」
に
興
味
の
中
心
が
あ
る
。
個
人

的
な
長
期
海
外
旅
行
も
、
新
し
い
ヒ
ン
ト

を
得
る
た
め
に
は
、
有
効
の
よ
う
で
あ
る
。

　

２
０
１
５
年
12
月
に
行
わ
れ
た
気
候
変

動
枠
組
条
約
の
締
約
国
会
議
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２
１

で
、
パ
リ
協
定
が
合
意
さ
れ
た
。
そ
の
内

容
を
年
次
で
分
類
す
れ
ば
、
３
種
類
か
ら

な
っ
て
い
る
。
ま
ず
は
、
自
国
が
提
出
し

た
約
束
草
案
の
内
容
の
遵
守
が
２
０
３
０

年
ま
で
。
先
進
国
で
あ
れ
ば
80
％
程
度
の

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
が
２
０
５
０

年
ま
で
。
そ
し
て
、N

et Zero Em
ission

を
実
現
す
べ
き
時
点
が
今
世
紀
末
ま
で
の

ど
こ
か
で
あ
る
。
も
し
二
酸
化
炭
素
の
分

離
・
貯
留
を
行
わ
な
い
と
し
た
ら
、
化
石

燃
料
の
有
効
活
用
と
い
う
産
業
革
命
以
後

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
終
焉
を
意
味
す
る
。

　

経
団
連
を
中
心
と
す
る
産
業
界
は
、
パ

リ
協
定
の
２
番
目
、
３
番
目
の
合
意
に
対

し
て
、
気
候
感
度
を
過
大
に
評
価
し
た
Ｉ

Ｐ
Ｃ
Ｃ
報
告
だ
け
を
重
視
し
て
い
る
と
主

張
し
、
こ
れ
ら
を
目
標
と
す
る
こ
と
に
反

対
し
て
い
る
。

　

確
か
に
、
本
当
に
実
現
可
能
な
の
か
、

と
問
わ
れ
れ
ば
、
目
標
の
２
℃
で
も
そ
の

実
現
が
難
し
い
こ
と
、
1.5
℃
が
今
更
無
理

で
あ
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
専
門
家

が
分
か
っ
て
い
る
。
日
本
的
な
考
え
方
な

ら
、
2.5
℃
を
地
球
レ
ベ
ル
の
新
目
標
と
し

て
設
定
す
る
こ
と
の
合
理
性
が
高
い
。
し

か
し
、
国
際
社
会
と
し
て
は
、
２
℃
目
標

の
堅
持
と
い
う
方
針
以
外
は
あ
り
得
な
い
。

そ
れ
は
な
ぜ
か
。
一
つ
は
、「
目
標
」
と
い

う
言
葉
の
意
味
の
問
題
で
あ
り
、
も
う
一

つ
は
、「
リ
ス
ク
対
応
と
正
義
」
に
対
す
る

理
解
が
、
日
本
の
よ
う
な
短
期
的
経
済
合

理
性
の
国
と
国
際
社
会
を
リ
ー
ド
す
る
キ

リ
ス
ト
教
国
で
は
違
う
こ
と
で
あ
る
。

　

目
標
に
類
す
る
語
と
し
て
、
ゴ
ー
ル
が

あ
る
。
そ
れ
は
、
向
か
う
べ
き
場
所
、
と

い
う
意
味
で
あ
っ
て
、
早
く
ゴ
ー
ル
し
た

人
だ
け
が
賛
美
さ
れ
る
訳
で
は
な
い
。
陸

上
長
距
離
で
、
二
周
遅
れ
で
ゴ
ー
ル
に
た

ど
り
着
い
た
ラ
ン
ナ
ー
に
盛
大
な
拍
手
が

行
わ
れ
る
こ
と
で
も
分
か
る
。
ゴ
ー
ル
に

向
か
う
姿
勢
を
維
持
し
続
け
た
こ
と
が
評

価
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
２
℃
は
、

ゴ
ー
ル
で
あ
る
。

　

目
標
は
、
む
し
ろ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
相
当

す
る
。
そ
の
真
ん
中
を
射
抜
け
ば
10
点
で
、

定
量
的
な
評
価
と
不
可
分
で
あ
る
。
日
本

経
済
界
で
は
、「
目
標
は
必
達
す
べ
き
こ

と
」、
と
理
解
さ
れ
て
い
る
の
で
、
当
然
、

目
標
を
設
定
し
な
い
よ
う
に
行
動
す
る
。

　

さ
て
、
リ
ス
ク
対
応
で
あ
る
が
、
不
確

実
性
が
あ
る
の
な
ら
、
そ
れ
を
考
慮
し
て

よ
り
安
全
サ
イ
ド
に
決
定
す
る
こ
と
が
大

原
則
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
1.5
℃
と
い
う

ゴ
ー
ル
に
向
け
た
努
力
を
す
る
こ
と
が
、

真
の
リ
ス
ク
対
応
で
あ
り
、
正
義
で
も
あ

る
。

　
「
正
義
」
は
さ
ら
に
厄
介
で
あ
る
。
キ
リ

ス
ト
教
の
「
最
後
の
審
判
」
の
理
解
が
必

須
だ
か
ら
で
あ
る
。
地
球
は
最
後
に
は
善

と
悪
と
の
戦
い
に
よ
っ
て
失
わ
れ
る
。
そ

の
際
、
生
存
し
て
い
る
人
間
は
勿
論
、
す

で
に
死
亡
し
た
人
間
も
、
蘇
っ
て
最
後
の

審
判
を
受
け
、
そ
の
と
き
に
授
か
る
永
遠

の
命
を
過
ご
す
場
所
が
天
国
に
な
る
か
、

地
獄
に
な
る
か
が
決
定
さ
れ
る
。
す
で
に

死
亡
し
て
い
る
人
の
行
為
・
業
績
な
ど
は
、

最
後
の
審
判
時
点
ま
で
の
様
々
な
状
況
を

反
映
し
て
評
価
さ
れ
る
。
作
曲
家
・
画
家

の
よ
う
な
人
々
の
価
値
は
、
生
存
中
だ
け

で
は
確
定
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
経
済

人
で
も
同
じ
で
、
遺
言
で
多
額
の
社
会
的

寄
付
を
行
え
ば
、
そ
の
貢
献
を
評
価
す
る

こ
と
が
公
平
で
あ
る
。
米
国
の
経
済
人
の

ト
ッ
プ
の
給
与
が
、
日
本
で
は
考
え
ら
れ

な
い
ぐ
ら
い
高
い
こ
と
は
、
い
つ
来
る
か

分
か
ら
な
い
最
後
の
審
判
に
対
応
す
る
た

め
に
、
多
額
の
寄
付
を
し
た
い
か
ら
な
の

か
も
し
れ
な
い
。

　

結
論
と
し
て
、
私
自
身
を
含
め
た
多
神

　

現
在
年
間
約
１
５
０
０
人
の
方
に
年
会
費
の

支
払
い
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
現

在
連
絡
可
能
な
会
員
の
約
23
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

こ
の
数
字
を
な
ん
と
か
30
％
に
ま
で
引
き
上
げ

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
事
に
よ
り

一
層
充
実
し
た
会
員
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
と
な
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
さ
ら
な
る
御
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

記
／
侘
美
次
彦

教
の
日
本
人
と
一
神
教
の
欧
米
人
の
思
考
・

行
動
様
式
は
明
ら
か
に
違
う
。
こ
れ
を
理

解
し
た
上
で
、
国
内
の
枠
組
み
を
議
論
す

べ
き
で
あ
る
と
思
う
。

温
故
知
新

日
本
人
の
特
異
性

　

―

パ
リ
協
定
対
応
に
み
る

安　

井　
　
　

至
（
昭
和
43
年
工
業
化
学
卒
業
）

一
般
財
団
法
人 

持
続
性
推
進
機
構　

理
事
長
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